
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Navigator で作成できるレポート 

Navigator では、さまざまな形式のレポートを作成できます。本章では、作成できるレ

ポートの基本パターンを説明します。 

 

2.1 きめ細かいレポート作成機能....................................15 
2.2 縦横集計表 ...................................................16 
2.3 時系列集計表 .................................................17 
2.4 明細表 .......................................................19 
2.5 ブレーク帳票 .................................................20 
2.6 Top/Worst を示すレポート ......................................21 
2.7 予算・実績型レポート .........................................22 
2.8 分布集計表 ...................................................23 
2.9 マルチクロスレポート .........................................24 
2.10 ABC 分析表 ....................................................25 

 
 





2.1 きめ細かいレポート作成機能 

Navigator は、企業内で使用されているレポートの調査・分析結果を元に、開発されてい

ます。 

豊富なレポート作成オプションを装備しているうえ、年度／月度といった日本固有の概念

もサポートしているため、企業内で流通している様々なレポートを、簡単に作成できます。 

Navigator を使うと、必要なデータを抽出し、最終形のレポートに近い形で集計したもの

を入手できます。 

 

 

 

 15



 

2.2 縦横集計表 

データを管理ポイントのカテゴリごとに、縦横に区分けして集計したレポートです。分

析・管理のために活用される、最も利用頻度の多いレポートです。 

Navigator では、中計や総計の表示／非表示の切り替えや、表示位置の変更など、表示方

法を簡単に変えることができます。 

 

■ 管理ポイント「本部名」ごとに、集計結果を表示する場合 

 

 

■ 管理ポイント「本部名」ごとの集計結果を表示しない場合 
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2.3 時系列集計表 

日付データや月度データを、年度別、月度別などに分類して集計し、時系列で表したレポ

ートです。 

販売推移や購入推移などを、月度、年度、半期といった単位で、表します。 

Navigator では、当年と前年の実績や、対前年比率を並べることもできます。また、月度

と累計といった、異なる集計単位も、混在させて扱うことができます。 

 

■ 売上と粗利を半期ごとに集計し、推移を表示する場合 
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■ 当年と前年同月の実績、対前年比を、並べて表示する場合 

 

 

■ 異なる集計単位を並べて表示する場合 
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2.4 明細表 

検索したデータを、集計しないで、そのまま一覧表にしたレポートです。 
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2.5 ブレーク帳票 

明細表に、データ項目に対する合計／平均などの集計結果を、併せて表示したレポートで

す。 
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2.6 Top／Worst を示すレポート 

集計結果のデータの大きい順または小さい順に、集計行を並べ替えることができます。ま

た、データの取り出し行数を指定できます。この機能を組み合わせて、Top10 を表す売上順

位表や、問題分析に使用する、Worst10 を表すレポートなどを作成できます。 
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2.7 予算・実績型レポート 

予算(支店、店舗ごとの売上目標など)や実績(売上実績など)の異なるテーブルを別々に集

計し、その集計値を並べたレポートです。 
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2.8 分布集計表 

売上額を、価格帯ごとに集計したレポートです。 

 

 

なお、価格帯の他にも、数値データを範囲で分類するとわかりやすいものとして、年齢（20

歳代、30 歳代）などがあります。
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2.9 マルチクロスレポート

従来、ある商品について、その初在庫や末在庫（ストックデータ）と、売上などのデータ

（フローデータ）が混在したようなレポート(ストックフロー型レポート)を作る場合には、

複数のデータレポート（マルチクロスレポート）を作成し、それを連結する方法が取られて

いました。 

Navigator では、上記のように、表側を固定軸とし、データ／表頭／条件がそれぞれ異な

る情報のレポートを、一度の操作で集計できます。 

特定期間での商品の在庫量の流れを見ることで、状況を分析するといった、ストックフロ

ー型レポートを作成する場合は、期首期末条件(時間フィールドに指定した時間型管理ポイ

ントの期間)を指定し、ストックデータ・フローデータの期間をそれぞれ設定して、レポー

トを作成します。 

 

上の表の「集計時の条件」は、以下となっています。 

 初在庫  ：日（開始期） 

 入荷／出荷：日（開始期‐終了期） 

 末在庫  ：日（終了期） 

 期間指定 ：開始期＝2003/12/04、終了期＝2003/12/11 
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2.10 ABC 分析表 

データを、累積構成比に応じて、重要度の高い順に、A、B、C の 3 つのランクに分けたレ

ポートです。 
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